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本稿は幼稚園教育実習で実習生が幼児との対応の中で採集した ｢幼児の言葉｣を分類整理し
考察を加えていこうとするものである｡考察のねらいは造形的､感覚的な視点から子供の遊び
のきっかけと展開の糸口を同時に見出していくことにある｡前号から(2)｢砂場遊び｣に関す
る言葉の考察に入り 【アースワーク遊び】と 【レストランごっこ】の2項目について考察を終
えている｡本号では｢砂場遊び｣として採集された言葉の残りの2項目【砂と石】【粘土で作る】
についての幼児の言葉を取り上げ考察を加えてみた｡(考察対象として例に挙げた言葉は多数が
採録したものについては☆印を､また数名の限られたものについては採録者の学生番号を付し
て採録データとしたoまた資料整理の手落ちから採録者が不明のものも幼児の受け止めとして
如実なものは省き難く敢えて考察対象とした｡*印)
1.『心情』
(1) 落ち葉
(∋ 【判断基準】
② 【色彩と発想】
(参 【生と死】
④ 【形の発見】
(9 【落ち葉と遊び】
清泉女学院短期大学研究紀要 第13号 (1995)掲載
清泉女学院短期大学研究紀要 第14号 (1996)掲載
(2) 砂場遊び
① 【アースワーク遊び】
② 【レストランごっこ】
清泉女学院短期大学研究紀要 第15号 (1997)掲載
③ 【砂と石】64例
《サラサラ砂が できた≫ 11例
1.白砂は､お山ができたらかけるんだよ｡ '92-ll,50
清泉女学院短期大学研究紀要(第 16号)
2.白い砂はね お山にかけるときれいだよ｡ '92-ll
3.見て見て､この砂ピンクで挑みたい｡ *
4.サラサラ砂ができた｡ ☆
5.この白い砂は ケーキのクリームなんだ｡ '92-124
6.この白い サラサラの砂は 粉の代わりね｡ '92-77
7.この砂は 塩とこしょうみたいだね｡ '92-76
8.この砂は お砂糖よ｡ '92-100,8
9.この砂 ダイヤモンドみたいだよ｡ '92-8
10.この砂 サラサラしてて 気持ちいい｡ '92-30
ll,このサラサラの 白い砂 お砂糖みたい｡ '92-100,21
※砂場の遊びに水は欠かすことはできない｡
砂の持つ造形素材としての効力は水分を得て
殊の外､増大する｡黒っぼく湿った砂はその
水分によってまとまり易く､様々な造形が可
能となるからである｡その事は既に考察して
きた通りであるが､一方で前号 【アースワー
ク遊び】において冒頭､砂場が子供たちを引
き付ける要因で触れた様に ｢サラサラしてて､
気持ちいい｣という感触的な安心感を生む砂
を取り上げない訳には行かない｡｢白いサラサ
ラの砂｣は砂場遊びが途絶えた好天の砂場の
あちこちに出現する｡靴跡と靴跡に挟まれた
小さな砂の突起は白く乾いて指先でつつけば
パラパラと崩れる｡乾いた砂は握れば指の間
よりサラサラと落ちる｡この落とし方によっ
て､また遊びが展開する｡見立てという幼児
の独特な発想は遊びを次々と生んでくれる｡
(前号《お山に雪が降りました≫《これがこし
ょうで､こっちが塩だよ≫参照)さて､｢白い
サラサラの砂｣はごく自然に見出すことが出
来るのだが､｢男っぽく湿った砂｣とかなり対
比的に捉えられているのではないかと思われ
る｡湿った砂は何よりも形作りに適している
訳だから､メインディシュとしての役割を持
つ｡それに引き換え､白い砂はそれ自体での
形作りには不適で､装飾的な使い方や､メイ
ンメニューへの調味料としての役目が出てく
る｡また ｢サラサラ砂ができた｣と云う感嘆
の一語には､工夫して均一に一定量の砂のま
とまりが出来たことを意味していよう｡細か
いメッシュの飾いが無くては､この遊びは生
まれない｡節いといっても代用品で充分な遊
び道具になる｡細目､荒目､色々な網目の金
網を用意して､木枠に取りつければ出来上が
りである｡これで砂場の砂をふるって見ると､
気持ちいいほど均一な砂粒の集まりを作る事
が出来る｡この遊び道具があれば､砂場の砂
に限らず､あちらこちらで土やら砂利やらご
みやらを所かまわず飾ってみたくなる｡勿論､
節いに残る物も発見､見立ての対象物である｡
無数の砂粒の中から､特定の物を選別してい
く (飾っていく)遊びは視覚､感触､目的観
からも興味ある行動と云えよう｡【レストラン
ごっこ】の項でしばしば触れたように砂場の
環境構成には､使い古した台所用品が欠かせ
ない｡飾いもその一つで､目ざるのような物
で充分である｡
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《キラキラ石 見つけたよ≫ 13例
1.わあーきれいな石だO '92-40
2.あっ､この石 キラキラ光ってて きれい｡ '92-17,76
3.見て キラキラ光ってきれいだよ｡(ガラスの破片を見つけて) '94-5
4.この石 光ってるみたいで とってもきれい｡ '94-38
5.先生 この石 光っていて､とってもきれいだよ｡ '94-95
6.あっ､この石 透明できれいだね｡ '94-119
7.この石 光るんだよ｡僕が 見つけたんだ｡ '92-125
8.キラキラ石 見つけたよ｡ '94-46
9.見て見て キンキラ こんなに大きいの｡(砂場) '93-34
10.すべすべ石だよ｡触ってみて ほら｡ '94-60
ll.先生 この石きれい｡ '94-13
12.先生､ほら きれいな石｡(砂場) '93-8
13.先生 見て こんな黄色い石 ひろったよ｡透き通っていてきれいでしょ｡ '93-29
※視覚の発達とは選別能力の発達にはかなら
ない｡前項 ｢サラサラ｣の意味は触角的な発
想から生まれた物であるが､ここで時々出て
くる ｢キラキラ｣は視覚的な受け止めを意味
している｡｢キラキラ光ってきれい｣と云う判
断基準はどこで獲得したものか興味があるが､
選別のきっかけでもある｡砂場の一様に見え
る面も光線の加減で､幼児の視線を引きつけ
る｡砂場でキラキラ光っている物がある､側
によって見るが分からなくなってしまう｡も
う一度戻って見ると確かにキラキラと光って
いる｡注意深く寄って見ると､透明の小さな
石である｡中にはガラスの破片もある｡管理
の行 き届いた砂場ではあ り得ない｡きれ
いな石集めは砂場から離れて､幼児の視線は
地面を走る｡砂利を敷いた通路や園庭のあち
こちで幼児の選別の眼が光る｡｢先生､この
石きれい｣と報告に来た幼児との対応をきっ
かけとして ｢きれいな石集めごっこ｣をして
みると面白そうである｡判断基準は光ってい
てきれい､透き通っていてきれい､すべすべ
していてきれい､しましま模様があってきれ
い等､多様であろう｡たくさん集まったら皆
で見せあいっこである｡ごっこ遊びに比べっ
こは付き物である｡光具合の比べっこや透明
の度合いをお互いに比べっこをする｡感覚､
感性は比較検討する事によって分かっていく
ものであろう｡｢すべすべ石だよ｡触ってみ
て､ほら｣と云う場面は､指先を通して比較
検討している様子に他ならない｡日常的なこ
うした遊びを通して幼児は様々な感覚を身に
つけていく事になる｡感性を育てる教育の場
面は日常的な幼児 との触れ合いの中にあり
｢キラキラ石 見つけたよ｣と駆け寄って来
た幼児との対応の中で実現されよう｡小石の
持っている特質を色々と確かめては､比べて
みる一人一人の遊びも大切に見守っていきた
いものである｡
清泉女学院短期大学研究紀要(第16号)
《このピカビカの石は ダイヤモンドなの≫ 11例
1.先生 この石 宝石みたいでしょう｡これを 磨くともっとピカビカになるんだよ｡*
2.先生 宝石みたい｡(石を拾って) '94-113
3.宝石なんだ｡(小石を拾って) '94-50
4.先生 見て､この石ダイヤモンドみたい｡ '93-12
5.この石 キラキラして ダイヤモンドみたいだね｡ '92-3
6.先生 これ宝石なんだよ｡(きれいな石を集めて) '94-31
7.きれい ダイヤモンドみたい｡(砂に混じった透明な石を見つけて) '94-85
8,このピカビカの石は ダイヤモンドなの｡ '92-40
9.いっぱいダイヤモンドがあるね｡(砂の中のきれいな石を見つけて) '94-13
10.きれいな 宝石だよ｡(ビーズを拾って) *
ll.この石きいだね｡宝石みたい｡ '94-95
※キラキラと光る小石を手にして､きれいだ
という価値観を与えると､それは宝石という
見立てに至る｡しかも｢ダイヤモンドみたい｣
と最高級の宝石の見立てとなる｡幼児は大人
の社会の鏡である｡幼児の言葉の数々を見て
いくと､大人の受け止め方と同じことが次々
と出てくる｡幼児らしい感覚と感性などない
のではないかとさえ思えてくる｡身近な人や
自分を取り巻く環境からの受け売りで様々な
事が形成されて行 く｡そんな事がふっと頭を
かすめると ｢この石ダイヤモンドみたい｣と
云う折角の発見も次の遊びのきっかけになり
にくい｡しかし宝石と云う希少価値の持って
いる魅力は捨てがたい｡皆でダイヤモンドを
集めて一番のダイヤモンドを決めて見るのも
楽しい遊びになるかもしれない｡大きさ､透
明感､色､光り方､どれを比べても､一番で
なくてはならない｡希少価値と云えば宝物に
《見て､この石 じゃがいもみたい≫ 13例
対する期待と興味は幼児にとって特別な領域
を占めているように見える｡遊びのきっかけ
としても､分かり易くすぐに乗ってきそうで
ある｡｢宝物さがし｣｢宝の地図｣｢宝島｣と宝
物を隠したり､捜したり､その地図を作った
り､色々な遊びが展開しそうである｡問題に
なるのは何を宝物にするかである｡それも秘
密めいて決めることで一層期待感が強くなる｡
ビーズを拾って ｢きれいな 宝石だよ｣と満
足する姿を見れば､それを仕舞って置く小箱
A
が欲しい｡｢宝石箱作り｣も一連の遊びのどこ
かで計画したいものである｡様々な遊びの場
面を通して幼児なりきに大切な物が生まれて
くる｡その大切な物を保管しておく宝物の箱
は面白い発想であると思う｡キラキラ光る小
石ばかりでなく､どんぐりやミニカーも一緒
に箱の中に納まって時々出して同じ様な遊び
を展開することになる｡
1.あの石は 魚だよ｡ '92-61
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2.しじみだ｡(砂の中にある石を見つけて) '94-109
3.あの石は らくだなの｡ '92-30
4.この石 いちごみたい｡ '92-124
5.この石 いぬみたい｡ '92-102
6.この石 おせんべいみたい｡ '94-88
7.きれいな石 お星様みたい｡ '94-25
8.この石は 焼きいもだからね｡ '93-32
9.見て､この石 じゃがいもみたい｡ '92-114
10.これ かみなり石だ｡ あっ､バナナだ｡(石を拾って) *
ll.先生 こんな大きい石見つけたよ｡ '94-57
12.これが お父さん石で､こっちが 赤ちゃん石｡ '93-37
13.この石 ハー ト形 しているよ｡ '93-44
※石は色々な形をしている｡砂場の砂が自ら
の形を持たないことと比べて考えるとその違
いには興味をそそられる｡砂の上を歩 くと足
跡が付 く｡手を使って砂を寄せれば､山にな
り､掘れば穴ができる｡こちらの働きかけに
よって様々な変化を見せてくれる｡それはあ
たかも応答してくれるかのようである｡手を
出すことによって､形が変わったり変化が見
えれば引き続いて働きかけをしてみたくなる｡
結果によっては､別の発想が生まれてきたり
する｡また改めて作 り直してみたりも出来る｡
幼児の自発的な活動がどんどん展開すること
になる｡応答性のある素材が幼児の遊びにと
ってことのほか重要視されるのはそれ故であ
ろう｡その点､石は最も応答性に欠けるとい
っても良い｡素手でどうこうなるものではな
い｡しかし､その形は千差万別で､見立て遊
《これは宇宙人が 持ってきたんだよ≫ 6例
びが出来るようになった幼児なら､興味ある
素材の一つとなろう｡しかも平面的な二次元
の見立てとは違って､立体的でそれを手に乗
せて楽しむこともで来る｡｢この石､いぬみた
い｣と手を開くと､お座 りをした犬の姿に見
える小石である｡｢この石おせんべいみたい｣
は平らな小石であろう｡川原での石拾いも｢お
握 り石｣｢すべすべ石｣等､目当てを決めて遊
ぶのも良いであろう｡集めた石に色を塗った
り線を付けたりするのも面白そうだ｡形や大
きさによって色々なものに見立てが出来そう
である｡お店屋さんごっこ､お土産屋さんご
っこ等で並べることが出来るかもしれない｡
小石ばかりでなく半分土に埋まった大きな石
も ｢あの石は､らくだなの｣と云う見立ての
対象になる｡場所がよければ乗って遊ぶこと
が出来る｡
1.先生､石ころって どこから生まれてくるか 知ってる?
あのね､お花といっしょでね､地面から ムニュムニュって出てくるの｡
わかった? 先生｡ムニュムニュって出てくるんだよ｡ '93-41
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2.そうなんだよ｡だからいつも地面にあるんだ｡だからいつも園長先生がお庭の石を
拾っても拾っても取 りきれないの｡ '93-41
3.もう､誰がこの石落とすんだろう｡きっと､お休みの時に園に来る人だ｡
(園庭の石を拾いながら) '94-37
4.これは宇宙人が 持ってきたんだよ｡(珍しい石を見つけて) '94-47
5.この宝石は お空から来るの｡小さいから そっと見てね｡ *
6.白い石が落ちてくる｡(雨だれを見て) '94-121
※小石を手に取って､その形から色々な物に
見立てをする遊びは､見立てをする事そのも
のが楽しい遊びであり､更にそこから､様々
な発想が生まれて､ごっこ遊びなどに進展し
ていく事を考えれば､幼児らしい遊びの道筋
を理解することができる｡しかし､幼児の物
に対する関心は多様で一筋縄では行かない表
現に出会う事がしばしばである｡それは色々
な対象物が自分と同じ生き物であると捉えて
いるからであろう｡さすがに小石を生き物と
して捉える発想は少なく､わずかここに見る
一例のみである｡しかし､小石を対象にして
｢これ生きているかな｣と聞いてみたわけで
はないので何とも言えないが､小石を対象と
して遊ぶ機会が少ないことによると考えた方
が当たっているのかもしれない｡それは小石
がやっかい者､邪魔物として大人が扱ってい
ることにも原因があるかもしれない｡確かに
管理上からいっても園庭の石ころは事故や怪
我の元で園長先生が気を使って石拾いをする
ことも出てくるし､子供たちが園庭の石拾い
《この石 字が 書ける 石だよ≫ 10例
を手伝わなくてはならない場面も出てくる｡
拾い残しがあるのだろう｡拾っても拾っても
という印象が生まれる｡そこで石の誕生につ
いての疑問が生まれる｡地面から芽を出すよ
うに生まれると云う発想と空から降ってくる
と云うのと二つに分かれる｡地面から生まれ
るというのはその通りで､大雨に打たれ､土
が流れて小石が顔を出すのはあり得ないこと
ではない｡しかしそれを知っての発想ではあ
るまい｡共に幼児らしい発想として受け止め
てやる必要があろう｡とすれば､小石拾いも
やっかい者､邪魔物の片付けと云うことでな
くて生き物として対応して片付けることがで
きれば子供たちも嬉々として取 り組む事が出
来るであろう｡｢小石さん､のどが渇いて白く
なっているんだよ｣｢みんな集めてお水を飲ま
せてあげようか｣こんな言葉がけで､小石拾
いも遊びとして展開しそうである｡その結果､
小石の集まった砂場ならぬ ｢小石場｣が出来
そうである｡それもまた新しい園の環境構成
となるであろう｡
1.この石ね､二つでこすると､かえるの鳴き声みたいだよ｡ '94-95
2.すごいよ､かえるが鳴いているみたいな音がするよ｡(石と石をこすり合わせて)
3.先生 あの木の実取って｡この石使ったら｡ '94-122 ＼ '94-47
4.この石 字が 書ける 石だよO '93-44
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5.これは 魔法の石なんだ｡ *
6.この石に 願い事すれば 叶うんだよ｡ '92-113
7.この葉っぱは耳にして､小さな石はしっばに使うんだよ｡ '94-40
8.おいもいかがですか｡(石をさつまいもに見立てて) '94-57
9.この石を いちごにして 飾ろう｡ '93-31
10.これ 氷よ｡(水の中に 石を入れる) *
※小石を身近な素材として､砂場の延長線上
に位置付けて考察対象としたものの小石と遊
ぶという報告例は少なく､砂場遊びの一つの
実態を表していよう｡前項で見たように小石
は ｢やっかい者､邪魔物｣として扱われてい
る事が多いのではないかと思う｡従って遊び
の素材としては､ほとんど取り上げられる事
はなく､反対にそうした大人の感覚や受け止
め方が子供に反映しているのではないかと思
われる｡小石は､少なくともここに見るよう
に､身近な対象物としてなかなか豊かな創造
性に富んだ発想を生んでくれる素材である｡
小石に対して大人の感覚ではこうした発想は
出ない｡身近な素材と言う時に既に石は除外
して考えてはいまいか｡身近な素材として子
供が小石を対象にして､例えば ｢この石を､
いちごにして飾ろう｣と聞けば､砂場遊びに
④ 【粘土で作る】 95例
《ピザ 一つ お待ちどう≫ 11例
夢中になっている子供達に､今度は小石遊び
に夢中にさせるにはどうしたら良いのか考え
ないわけには行かないであろう｡この項に挙
げた例は小石での遊びが共通項で､この一つ
一つからまた色々な遊びが展開する事になろ
う｡石と石をこすり合わせて､カエルの鳴き
声を聞き取るのは､おもしろい遊びの発見で
ある｡小石の形や表面の違いによって､音の
違いは様々であろう｡鳴き声はカエルばかり
ではなく､虫やもっと別なものの鳴き声や音
にも聞こえるであろう｡小石をしっばに使っ
て出来るのはウサギらしいが､小石の大きさ
によってはリスにも見立てことが出来る｡こ
の事で小石の方に子供の興味を向けることが
出来る｡身近な素材として小石との触れ合い
をもっと工夫したいものである｡
1.この粘土 おだんごケーキなの｡おいしいよ｡(粘土遊び) '93-14
2.この葉っぱ見て､粘土でくるんで かしわ餅だよ｡ '93-49
3.これ おだんごなんです｡ '93-18
4.粘土で おだんごできちゃった｡ '92-74
5.はい､先生 おだんごあげるo '93-56
6.先生 ほら 粘土でおにぎりを作ったよ｡ '94-90
7.おいしそうな さくらんぼでしょう｡ '93-14
8.そば みたい｡(粘土を棒で伸ばして) '94-13
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9.見て見て これクレープだよ｡ '93-62
10.ピザ 一つ お待ちどう｡ '92-44
ll.ほら シュウマイみたいになったよ｡ '92-86
※粘土を使っての造形遊びを､砂場遊びの延
長線上で捉える事にしたのは砂､石､土とい
う身近な自然物のつながりの中で位置付けた
結果に過ぎない｡実際は､幼稚園等での粘土
といえば､土の粘土ではなくて､プラスチッ
ク粘土や､油粘土､紙粘土がほとんどで､自
然物としての粘土で遊ぶ事は特別な場合に限
られてしまっている｡ここで子供たちが粘土
といっているのは､ケースに入った保育粘土
(油粘土)の事である｡自然物としての粘土
との違いは､大変大きなものがあると思える
のだが､もの作りの素材としての効果から判
断すると大した違いはないという大人の解釈
が先に立って､管理上から簡単で手のかから
ない方を準備する事になる｡つまり､自然物
としての粘土は､使い易い状態を保つために
はそれなりの管理､保管が求められるわけで
知らずに暫く放って置くと石のように固くな
ってしまってどうしようもならなくなる｡勿
論水を含ませれば､元に戻る訳だがそれも容
易な事ではない｡しかし､それは自然物とし
ての理にかなった変化をするだけの事で､子
供にとっては興味ある現象であり､自然物と
しての粘土との触れ合いはプラスチック粘土
とは違ったものを生んでくれるはずである｡
《こんなに長いへびができちゃった｡≫ 9例
こうした事は子供の身近な様々な遊び道具に
共通して指摘される事でもあり､時代の流れ
の中で度々､繰り返されている事に過ぎない
かもしれない｡清潔で､手も汚れず､整理も
うまく出来､カラフルで楽しく遊べるとなれ
ば断然､こちらを選ぶに決まっている｡これ
を否定してしまってもなるまい｡要は､幼児
が自発的な活動としてどちらを選ぶかであり､
どこに興味の視線を向けているかであろう｡
保育者は､幅広く､色々な遊びの素材の原点
をしっかりと理解している必要があろう｡砂
場の造形と同じで､丸めておだんごやおにぎ
りに見立てをするが､砂や土と違って叩いて
平らにした造形遊びが出てくる｡これは粘土
の粘性によって可能な造形で､どれだけ薄く
広く伸ばす事が出来るかが､遊びの中心にも
なる｡平らになった薄い粘土は､クレープや
ピザ､しゅうまいの皮に見立てられる｡手の
ひらでぺたぺた叩いたり､平らなもので叩く
事によって薄く伸ばす事が出来るが､丸い棒
を転がしても平らに薄くする事が出来る｡丸
い棒はのし棒で､当然 ｢そばみたい｣と云う
見立てが出てくる｡粘土の遊びも､食べ物屋
さんごっこが定番という所である｡
1.こうやって粘土を 細 くすると蛇になるの｡ '93-20
2.先生 見てへびだよ｡'93-79
3.先生 見てみて へびつくちゃったの｡ニヨロニヨロって｡'94-29
4.こんなに長いへびができちゃった｡ '94-81
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5.長いへびだぞ一｡ '93-47
6.見て 赤ちゃんカタツムリ｡ '92-86
7.先生 かたつむり｡ '94-70
8.先生 これ､かたつむり作ったんだよ｡ '93-25
9.粘土で かたつむり作ったよ､見て｡ '93-128
※粘土での形作りは､その粘性に依って特徴
ある形が単純な手先の動作で生まれてくる｡
前項で既に見た様に手の平でペ夕べタ叩く事
によって､薄く平たい形を作る事が出来た｡
砂場で砂を平らにするのとはちょっと違った
動作でもある｡勿論､同じ手先の動作でペ夕
べタ砂を平らにする事はあるが､砂場ではむ
しろ手を左右に動かす動作の方が訳なく平ら
にすることが出来る｡粘土ではそういう訳に
は行かない｡また､平らにした物を裏返す事
が出来るのは､粘土の粘性にはかならない｡
細いひも作りも砂では出来ない造形である｡
細 くて長いものは､何と言っても蛇である｡
｢こうやって粘土を細くすると蛇になるの｣
と云う幼児の手先の動きは､手のひらで粘土
を押しつけて前後に揺り動かしている事が多
い｡粘土のひも作りはお団子作りと余り変わ
らない｡お団子作りの場合の手のひらは粘土
を押して丸く転がさなくてはならない｡描画
活動でスクリブルをその始めの活動として手
を動かす事､腕を動かす事などの身体機能の
欲求との関連で説明する事があるが､粘土を
手にした場合の似た様な活動であろう｡｢こん
《かいじゅうの 家族なんだ≫ 8例
なに長いへびができちゃった｣と云う幼児の
一言は､夢中になって手を動かしての､その
楽しさの結果を表していよう｡粘土を手にす
ると､無意識の内に手が動いてお団子や､蛇
が出来てしまう｡それは､クレヨンをもって
グルグル描きする事と共通した要素と考えて
もよいであろう｡同じ事の繰り返しが手先の
機能を更に高めてくれる｡手のひらと手のひ
らで､お団子や蛇を作る事が出来る様にもな
る｡その丸さや､その細さに気付く様になれ
ば､ひも作 りだけでも楽しい遊びになる｡し
かし何と言っても､子供の遊びの楽しさは見
立てである｡ひもが蛇だけではつまらない｡
｢みみずかな､どじょうかな､うなぎかな｣
その他に､細 くて長い物にはどんな物がある
のだろうか｡線路や､ホース､道路､つる草
等､思いつく物の名前を出してやったら思い
も寄らぬ遊びのきっかけとなるであろう｡｢か
たつむり｣が出来たのは､粘土のひもを渦巻
き状に重ねて出来た形についての見立てであ
ろう｡新しい形の発見は､幼児の世界の拡が
りである｡そこに物作りの楽しさの芽がある｡
1.これなんだか 怪獣みたい｡ '93-53
2.見て見て かいじゅうだよ｡(粘土) '93-24
3.かいじゅうの 家族なんだ｡ '93-24
4,恐竜の卵 みたい｡ '93-131
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5.粘土のうさぎさん かわい-｡じょうず｡ '93-29
6.うさぎさんだよ｡ '93-33
7.かわいいうさぎさん｡(粘土の型抜き) '93-113
8.おぼけ､がいこつだからバラバラになっちゃうんだよ｡ '92-15
※形の見立ては物の持つ全体の印象や特徴的
な部分の印象をきっかけとして成 り立つとい
えるのだが､中でも視覚的な印象の占める割
合は大きい｡それは形の把握を意味している
ことでもある｡しかし物の形の把握の仕方は
物そのものと対時することに困るとは限らな
い｡むしろ平面的に略画化､デザイン化され
たり､小さなおもちゃや､縫いぐるみ､マス
コット､アップリケ等の様に視覚的に捉え易
くなっている物を元に形の把握が進んで行 く
ものと考えられる｡前項で出て来た ｢かたつ
むり｣の見立ては､生き物のかたつむりとの
触れ合いに困る印象を元に特徴的な形の把握
が出来てから生まれたとも限らない｡抽象化､
デザイン化された渦巻き､殴り書き､落書き
の渦巻き等と ｢かたつむりみたい｣と云う見
立て遊びが同時に定着していると考えられよ
う｡｢怪獣みたい｣と云う見立ては､怪獣のお
もちゃとの遊び経験を抜きには考えられない｡
手に握ることが出来たり､怪獣の首を回した
り､足を動かして遊んで形の把握につながる｡
本物の怪獣とは出会えないばかりか､恐竜の
化石や復元恐竜は子供達には巨大過ぎてとて
も形の把握とはいかない｡お土産のミニュチ
ュア-を握って初めて視覚的な把握が出来る｡
《見て見て ベロベロキャンディだよ≫ 12例
また､怪獣と云う想像上の生き物は､形が特
定されている訳ではないから､その意味合い
で考えれば不気味で､恐ろしく､不定形で､
不釣り合いで見立てようがないものを総称し
て ｢おばけみたい｣と云うのと似ているかも
知れない｡形の把握につながる粘土の遊びに
型抜きある｡薄 く平らにした粘土の上に､色々
な形をした金型を押しつけるのである｡クッ
キーを作るのと同じ要領で､その金型を遊び
道具として用意して置く必要がある｡これら
の金型は輪郭が小鳥やリス､うさぎや猫など
の形になっていて､楽しむ事が出来る｡しか
しこの型抜き遊びは平面的な形の見立て遊び
の域を出ない｡また､型押しをして遊ぶのも､
新鮮な驚きがあり色々な形の発見につながる
遊びといえる｡粘土を固い物の上に乗せて押
したり､固い物を粘土に押しつけたりする事
で凹凸のある色々な形を楽しむ事が出来る｡
しかしこれも平面的､表面的な見立て遊びの
域を出ない｡粘土は立体的な物の見立てが最
も可能な素材である｡｢恐竜の卵みたい｣とい
う見立ては立体としての把握で ｢かいじゅう
の家族なんだ｣と説明するのもきっと大小の
違いがある立体的な形であろう｡
1.これから 卵焼きを 作るからね｡'93-57
2.これは ケーキとクッキーだよ｡ '93-62
3.この粘土 固くてクッキーみたい｡ '93-118
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4.クッキーが できました｡ '92-13 '94-17
5.クッキーみたいだね｡(粘土の型抜き) '93-113
6.これね-､りんごアメだよ｡お祭りで売ってるでしょう｡ *
7.見て見て ベロベロキャンディだよ｡ '93-25 '92-ll
8.これキャンディーだよ｡ '93-124
9.先生に ベロベロキャンディ作るから待っててね｡ '94-115
10.これホットケーキなの｡葉っぱ ちぎって入れたの｡ '92-57
ll.先生､カレーライス｡ '93-25
12.猫のごはん 作っているんだよ｡ '93-40
ll
※幼児が身体の成長発達と共に自分を取り巻
く様々な物の理解を広げていく経験が遊びで
ある｡物の理解は､勿論の事その対象によっ
て多方面から様々な情報が寄せ集まって､年
齢という時間的な経緯と共に集まった情報の
整理がされて､社会的に一般化された物の理
解が定着されていく事になろう｡そんな中で
食べ物についての興味と関心は､食欲という
本能的な欲求が四六時中身体を駆け巡ってい
る幼児にとって､殊の外大きい｡その食べ物
を手にし､口にて味わい､食を満たした満足
感と共に印象と､その物の幾つかの情報が残
る｡既に砂場遊びにおける造形遊びの内容で
見てきたように､食べ物､飲み物を遊びのき
っかけとして様々な造形を楽しんで遊ぶ場面
を見てきた｡粘土での遊びもほとんど共通し
ていると言える｡お菓子等の食べ物は口に入
り易く､小さく､また多くは平面的である｡
小さく平べったい菓子といえばクッキーであ
る｡粘土の小さな塊を掌でペ夕べタ叩いて平
らにすれば色はともかく､クッキーの出来上
がりである｡そこに固い物で形押しをしたり､
模様をつければクッキー作りの遊びにも工夫
の楽しさが出てくる｡ボタンやキャップ､瓶
の王冠､木ねじやボルト等､様々な小物を集
めて置くと､こうした時に遊びをふくらませ
てくれる｡粘土遊びには粘土板とセットにな
った道具があれば良いと云う訳ではない｡環
境設定と遊びは端的に云うと身近な素材の組
み合わせである｡砂場だけでは十分な環境設
定とは云えない事は既に考察した通りで､そ
こにパイプがあったり､机があったりする事
で保育者には思いも寄らない子供の発想と遊
びの展開が期待出来る事が､敢えて環境設定
と云う由縁である｡｢これから､卵焼きを作る
からね｣こんな言葉を聞いたら､お皿の準備
が急がれる｡粘土でお皿を作るより､ステロ
パールのお皿に載せた方が卵焼きらしくなる｡
そうすれば､ トマ トを作って切って載せてお
皿の盛り付けを工夫する活動が期待できよう｡
ベロベロキャンディには竹串が欲しい｡釘や
爪楊枝も用意して置けば､粘土に刺す物とし
ては面白い素材で自発的に手を出して､それ
こそ大人の思いも寄らぬ造形が生まれてくる
であろう｡遊びが生まれるきっかけとして環
境の構成を考えていく事は保育者の幼児に対
する秘かな楽しみでもあろう｡
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《先生 お弁当作ったんだよ｡≫ 14例
1ノ＼ンバーグ食べてください｡ '93-18
2.先生 見て､たくさんできたでしょう｡先生食べてもいいよ｡ '92-35
3.大きなハンバーグだ｡食べ切れないよ｡(小麦粉粘土) '92-98
4.私は パン屋さんよ｡いらっしゃい｡ '92-98
5.先生 パンはいかがですか｡ '92-80
6.先生 お弁当作ったんだよ｡ '94-117
7.お弁当作っているから 待っててね｡ '93-18
8,今度 スイカ作ろう｡ '93-101
9.私 チョコレート屋さん｡ '93-41
10.私 ホットケーキ作ってるの｡ほら､目玉焼き､見て｡ '93-104
ll.粘土を いっぱい重ねて おっきい ホットケーキ作るんだ｡ '93-31
12.私 お寿司いっぱい 作っているんだよ｡ '93-14
13.手巻き寿司の ケーキだよ｡ '93-99
14.僕のお父さんはお寿司屋さんなんだ､こうやってわさびをつけるんだ0 '94-91
※子供の世界は､大人の真似事が下敷きとな
っている｡所謂ごっこ遊びである｡大人の仕
事､社会の仕組みや組み立て､その中での個
人の役割､ちらっと見聞きした事が印象的に
子供の心に残る｡ままごとに始まるお母さん
ごっこ､お家ごっこから様々なごっこ遊びが
展開する｡元々は日常的に繰り返される現実
体験の中で (その中で自分本人は､子供とし
て扱われる事が多いのだが)役割交代の楽し
さも含めて､大人の振る舞い､言葉使いが遊
びの中心になって繰り広げられるのである｡
そんな場面に小道具があったら､ごっこ遊び
は殊の外､楽しくなるであろう｡ままごとセ
ットはそのための遊び道具である｡しかし遊
び道具のセットの範囲はたかが知れている｡
子供たちが見聞きし興味の湧く世界の広がり
は際限がない｡情報伝達､その媒体､メディ
アの多彩さは当然のことながら子供達をも巻
き込んで､一昔前とは比べ物にならない状況
にあると云える｡幼児を対象としたメディア
だけを考えてみてもその多様さは比べるべく
もない｡そこで見聞きする事柄は､現実体験
する日常的な場面とは比べ物にならないほど
魅惑的で､架空現実で遊ぶ幼児にとっては格
好の材料と云えるが､別の視点で考えれば自
ら遊ばなくとも､様々な場面を見聞する事で､
十分満足して終わっているとも云える｡｢過ぎ
たるは及ぼざるが如し｣となってしまっては
なるまい｡子供の自発性の領域が確保されな
くては幼児教育の根幹が危うい事になる｡ご
っこ遊びは身振り手振り､言葉使いを通して
意味のあるものである｡｢僕のお父さんはお寿
司屋さんなんだ､こうやってわさびをつける
んだ｡｣わさびの入ったお寿司は食べた事はな
い筈の子供達が､より本物に近づこうとする｡
その手付きや身振りはさぞ見ものであったろ
う｡砂場と同じで､お団子作りから始まって
食べ物をテーマにすると次から次へと色々な
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ものが登場してくる｡粘土は砂と違ってちょ
っとした小細工ができる｡お弁当作りは砂場
では登場しなかった遊びである｡粘土の入っ
た容器を弁当箱に見立てる事から始まったと
思われるのだが ｢今お弁当作っているから待
《ひもをつければ ペンダントになるんだよ≫
13
っててね｣は､まさしくお母さんの口振りで
あろう｡アルミの小分け皿や爪楊枝､どんぐ
りや柿の種等の自然物､色を塗った小石等
色々な小道具も一緒に使えたら弁当作りも､
より楽しい物となろう｡
10例
1.この粘土 テレビみたいだよ｡ '93-45
2,ロケットできたよ｡ '93-24
3.車のケーキ､車の味なの｡ '93-14
4.ちがうよ 消防車だよ｡ '93-45
5.船 かっこよくできたよ｡ '92-83
6.ひもをつければ ペンダントになるんだよ｡ '93-113
7.粘土が バナナになちゃたよ｡(黄色の葉を巻いて) '93-32
8.先生 来てきてライオンができたよ｡ '92-125
9.先生 僕カメレオン作れるんだよ｡ '94-70
10.ぶたさんみたい ｡ '93-98
※色々な形作りは粘土の一番の特徴である｡
へびやおだんご､クレープやクッキーを作っ
て遊ぶうちに､粘土の持つ特徴がいつの間に
やら手の動きと一緒になって分かってくる｡
ロケットは先端が尖っている円錐形である｡
円柱は粘土をコロコロ転がすことによって容
易にできる｡片方を強く押して転がせば､そ
の先端はコロコロ転がすことによって円錐形
にはなるのだが､指先で粘土を摘んで段々に
細 くしていっても先端の尖った形が生まれる｡
色々な形作りには､手のひらで叩く､転がす､
押す､指で摘む､つぶす､伸ばす､引っ張る
などの様々な機能が必要になってくる｡指先
の機能を高めていく遊びとして粘土の造形遊
びを捉えていく事も出来よう｡指の体操とい
うわけである｡しかし､それはあくまでも盛
んな粘土遊びが展開した場合における結果か
らの一つの捉え方に過ぎない｡むしろ形を作
って色々に見立てをして想像､空想の世界に
入って行くきっかけとして､粘土遊びを捉え
ていく方がもっともであろう｡｢ロケットでき
たよ｣と言う子供の満足感は ｢上手にできた
ね｣と言う先生の褒め言葉だけで満たされる
訳ではない｡そのロケットが轟音と共に発射
して空高く､宇宙まで飛んでいく場面が展開
して､ロケットを作った意味も出てくる｡先
生はカウントダウンをコールする事で遊びを
展開する事が出来る｡子供はロケットを持っ
て､ゴーと叫びながら一直線に跳んで行 く事
になる｡気にいった形のロケットが出来れば
そんな気持ちになるのが幼児の世界である｡
勿論全てがそうなると言う訳ではない｡ロケ
ットを作って並べて楽しむと言う静的な発想
もあろう｡そこは子供によって違いがあるの
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は当然で､その子に合った言葉掛けが求めら ケット作りに夢中になったりすることが出来
れる｡｢上手に出来たね｣と言う言葉で楽しく る｡｢ひもをつければペンダントになるんだ
作 り続ける事が出来るかもしれない｡｢ロケッ よ｣は作った物が遊びの道具になって行く事
卜工場かな｣こんな問い掛けで子供達は､ロ を如実に示していよう｡
《これ固くて 石みたい≫ 12例
1.これ 迷路だよ｡ '93-51
2.もったいないけど また作ればいいや｡(ケーキを壊すとき) '93-42
3.よし､いい事考えた｡これ全部 くっつけて 大きいのにしよう｡ '93-57
4.今 としちゃんとどっちが長い間粘土で遊んでいれるか競争しているんだよ｡'92-70
5.これ､コップの下のところで作ったんだよ｡ '94-115
6.先生 粘土って臭いからやだ｡ '93-20
7.ペッチャンコ､ペツチャンコ 見て見て｡ペッチャンコ｡ '92-57
8.ここのところ触ってみて､スベスベでしょう｡ '93-21
9.これ固くて 石みたい｡(土粘土) '93-98
10.ほら､こんなに一杯つくちゃった｡ '92-125
ll.こんなに いっぱい きのこ作っちゃた｡ '93-77
12.これ 粘土の消しゴムだよ｡(粘土を粘土の固まりで取る) '93-41
※作った物で遊ぶことができる期待感は､活
動の意欲につながる大切な子供の気持ちであ
る｡作る事と､作った物で遊ぶ事は共にそれ
ぞれの活動と考えても良い訳であるが､やや
もすると連続性に重点が置かれて､活動の目
標が先取り先取 りとなってしまう傾向が生じ
る｡迷路遊びをするために迷路作 りをすると
いう活動は期待感も生まれ､意欲的な場面が
展開しそうであるが､先を急ぐと期待感に先
を越されて余り楽しい活動にはならなくなっ
てしまう｡遊び方にも依るが子供なりきの発
想､見立てによる遊びの広がりが望まれると
ころである｡作ってから遊ぶという､その後
への期待感はさておき､粘土で物を形作って
いる事が何より楽しい遊びの場面でなくては
なるまい｡粘土の持っている感触が楽しかっ
たり ｢ペッチャンコ､ペッチャンコ｣と容易
に形が変形していく事が面白かったりする事
が前提で､それが繰り返されたりして展開し
ていく遊びである｡しかし子供の遊びの多く
の場面に競争が登場する｡粘土の遊びも例外
ではない｡｢今､としちゃんとどっちが長い
間､粘土で遊んでいれるか競争しているんだ
よ｣は､なかなか辛い競争である｡粘土遊び
の時間の競争であり中身でなく､体裁や結果
で競うという大人社会で度々見られる構図が
投影されている｡勿論ここでは､粘土で作っ
ている中身､形､見立て等の適切な助言が求
められよう｡｢としちゃんのうさぎさんの耳は
大きいね､比べてみようか｣｢うさぎの耳は薄
くてもっと長いんだよ｣大きさや､長さ､厚
さ等の比べっこや形の比較で競争する場面に､
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すり替えて行く事が出来れば遊びの中身も楽 の子供達がいれば､においの拒否反応はすぐ
しくなる事であろう｡｢粘土って臭いからや にでも消えてしまうであろう｡｢これ固くて石
だ｣と云う素直な感覚は大切にしなくてはな みたい｣と云う見立ては､自然の粘土の性質
るまい｡無理に押しつけて､やらせる必要は を知って行 くきっかけになろう｡
ない｡それを苦にせず楽しく遊んでいるほか
《粘土って生きていると思う?≫ 9例
1.この粘土のかいじゅう 生きているみたい｡ '93-49
2.粘土って生きていると思う? '93-41
3.私は生きていると思うよ｡色々な形の粘土たちが､夜､ダリヤ組の部屋で
かわいいうさちゃん作ってそのままにしておくの｡ '93-41
4.先生のかめさん 本物みたい｡歩き出しそうだよね｡ '93-103
5.それ うそっこのお弁当じゃん､食べれないよ｡(紙粘土)I93-87
6.これ､うそっこのガム｡ '93-38
7.これ アメなんだよ､なめてみよう｡ '93-25
8.この粘土 本当のアメみたい｡ '93-130
9.見て見て 粘土で アメつくちゃった｡ '93-32
※この項では､物と関わって遊ぶ際の幼児の
世界を典型的に見る事が出来る｡架空現実と
でも呼ぶ､独特な意識世界である｡生き物に
対する興味は､生命の存在をあらゆる物に認
め､アニミズム的な判断や発想が日常的な会
話に頻繁に出てくる｡しかし ｢生きているみ
たい｣と云う発想は､生命の存在に対する理
解が序々に進展している段階と云える｡この
理解の度合いは行きつ戻りつして､いつの間
にやら固定化していくのだが､それは想像､
空想的な遊びに没頭する事から離れていく事
にもなる｡それ故､敢えて ｢これ､うそっこ
のガム｣と断わってから遊びを進めていく事
になる｡幼児の遊びは架空現実を前提にしな
いと成り立たない｡従って ｢見立て｣をする
事によって､その前提作りをする事になる｡
｢粘土って生きていると思う?｣と云う問い
掛けは､まだまだ揺れ動いている生命の存在
に対する判断を示すと同時に ｢私は生きてい
ると思うよ｣と肯定し､自ら遊びの前提を見
出している良い例であろう｡
｢色々な形の粘土たちが ････｣と言いな
がら､自分が粘土と一体になった意識 (粘土
が自分で色々な形を作る架空世界)で幼児自
らが色々な形作りを展開して行く事になる｡
うさぎさん作りのきっかけがそんな事から始
まったら､それこそ保育者が手を出し､口を
出し頑張らせて粘土遊びに向かわせる事もな
く､架空現実の世界に没頭出来るこの上もな
い幼児の世界が生まれるといえる｡保育者自
身も､そんな世界に浸り切ってみるのも子供
にとっては大きな安心感につながるといえよ
う｡しかし､粘土を手にして保育者がどのよ
うな物を作るかは､幼児の作り出す形を勘案
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して同じ程度の物にとどめて置く万が無難で
あろう｡幼児なりきの､その世界を壊さない
ためには､先生の上手な作品は不必要という
事である｡｢先生のかめさん､本物みたい｡歩
き出しそうだよね｣没頭している架空現実か
ら引き戻された感覚である｡この言葉で先生
《先生 ばらの 花だよ｡≫ 10例
が満足してしまっては困る｡子供たちの手も
止まってしまう｡｢のそり､のそりかめさんの
散歩です｣実際に粘土のかめを歩かせて再び
架空現実の世界に戻してやる事が大切であろ
う｡
1.先生 これでうさぎ作って｡ '94-70
2.先生 なんでも作れるんだね｡ '93-126
3.何 作ってるの｡ ☆
4.先生のなにそれ､変だよ｡ '93-60
5.先生 上手だね｡ '93-50
6.先生って 上手｡(粘土で星を作ってあげたら) '94-60
7.今度は､ばらの作 り方 教えて｡今度はケーキ作ろう｡ '93-97
8.先生 ばらの 花だよ｡ '93-52
9.先生に 指輪あげる｡ '94-70
10.先生 これ変な人間｡(粘土) '94-105
※幼児と共に遊ぶことは､保育者の当たり前
の行動であるが気を付けないと､幼児の自発
的な行動の芽を摘んでしまったり､見立てや
発想､判断基準に偏 りが出てくるという心配
がある｡｢先生､上手だね｣と云う言葉で知れ
るように､既に形に対しての判断基準が見え
てきている｡これは良くて､これはだめと云
う判断基準は､色々な表現を楽しみ､素材と
の触れ合いを基に感性を育てて行 く場面では
不必要である｡勿論 ｢先生､上手だね｣と云
う子供の心情は､先生と仲良しになりたいが
故の一言でもあろう｡5才にもなると褒め言
葉の使い方をしたたかにも身に付けていると
云ってしまっては言い過ぎであるが ｢粘土で
星を作ってあげたら｣すかさず ｢先生って､
上手｣と返って来る言葉のやり取りを見ると､
子供に遊ばれているなと云う印象にならざる
を得ない｡保育者の立場は､自分が主役にな
ることではない｡子供と共に遊ぶ事は､子供
達が遊びの中で集中し､物との関わりや友達
とのやり取 りの楽しさを見出させる事にある｡
つい､その気になってしまうと ｢先生､なん
でも作れるんだね｣となってしまう｡｢先生､
これでうさぎ作って｣と自分で遊ぶより､遊
びを先生に依存してしまう場面も出てきてし
まう｡子供と一緒に作って遊ぶと云う時に気
を付けなくてはならない一面である｡子供が
持っている先生への期待感､一体感を取り込
み過ぎる結果である｡それよりもむしろ ｢何､
作ってるの｣と云う子供の興味を引く程度の
方が子供が主役で遊びの展開に期待がもてる｡
｢先生のなにそれ､変だよ｣この言葉で保育
佐藤 :言葉の採集にみる 『幼児の世界』④
者が自信をなくしてしまっては困る｡むしろ､
こうしたやり取りが出来るのは保育のテクニ
ックのひとつであろう｡｢ばらの花なんだけれ
ど見えないかな､黒いばらなんだ｣こんな言
葉を返してやったら子供達はどうするであろ
うか｡見本作りの可否は場面場面に依るし､
受け取る子供の実態にも依るから一概に否定
する事もできない｡｢先生と同じもの出来た｣
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と我も我もと楽しく作るきっかけになれば良
い訳である｡｢先生､ばらの花だよ｣と云う一
言にも､背景を考えてみれば､保育の原点を
見ることが出来る｡｢先生と一緒｣と云う幼児
の気持ちのくみ取 りを冷静に受け止めないと
保育の原点 を見失 って しまう事にもな り
かねない｡(未了)
